
日
本
共
産
党
大
阪
府
議
団

（
宮
原
威
団
長
）
は
、
去
る

８
月
17
日
、
橋
下
徹
知
事
あ

て
に
「
安
全
で
豊
か
な
中
学

校
給
食
の
実
施
に
向
け
た
大

阪
府
中
学
校
給
食
導
入
促
進

事
業
補
助
制
度
の
拡
充
等
に

つ
い
て
の
要
望
」
を
提
出
し

ま
し
た
。

府
は
、
今
年
度
か
ら
５
年

間
、
中
学
校
給
食
導
入
促
進

に
向
け
た
補
助
制
度
を
設
け

ま
し
た
。

し
か
し
、
市
町
村
は
２
０

１
５
年
度
ま
で
に
校
舎
の
耐

震
化
を
完
了
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
な
ど
、
実
施
に

向
け
た
財
政
負
担

は
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

党
府
議
団
は
、

安
全
で
豊
か
な
中

学
校
給
食
の
公
立

中
学
校
全
校
実
施

に
向
け
、
①
施
設

整
備
費
（
初
期
投

資
）
の
補
助
率
を

引
き
上
げ
る
②
学
校
給
食
に

必
要
な
運
営
経
費
の
補
助
拡

充
を
国
に
求
め
る
③
学
校
給

食
の
実
施
に
必
要
な
教
職
員

の
配
置
や
人
的
確
保
を
促
進

す
る
③
市
町
村
に
「
全
員
喫

食
」
を
基
本
と
し
た
「
実
施

計
画
」
と
す
る
よ
う
強
く
働

き
か
け
る
④
給
食
調
理
室
の

用
地
取
得
費
は
補
助
制
度
を

活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
、

な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

党
府
議
団
は
、
教
育
の
一

環
と
し
て
の
学
校
給
食
＝
食

育
の
立
場
か
ら
、
自
治
体
と

専
門
職
員
が
運
営
に
責
任
を

持
つ
自
校
直
営
方
式
を
守
る

こ
と
や
、
す
で
に
実
施
し
て

い
る
市
町
村
も
対
象
に
す
る

な
ど
柔
軟
な
対
応
も
要
望
し

ま
し
た
。

応
対
し
た
藤
井
睦
子
教
育

次
長
は
、
施
設
整
備
費
の
補

助
率
引
き
上
げ
は
難
し
い
が
、

す
で
に
実
施
し
て
い
る
市
町

村
の
設
備
機
能
の
強
化
や
学

校
新
設
は
補
助
対
象
に
す
る

と
答
え
ま
し
た
。

要
望
の
項
目
は
次
の
と
お

り
で
す
。

１
．
施
設
整
備
費
（
初
期
投

資
）
の
補
助
率
を
現
行
の
2

分
の
1
か
ら
3
分
の
2
へ
と

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
補
助

金
の
上
限
額
を
引
き
上
げ
る
。

２
．
学
校
給
食
法
第
5
条
は

「
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、

学
校
給
食
の
普
及
と
健
全
な

発
達
を
図
る
よ
う
に
務
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
明
記

し
て
お
り
、
こ
の
立
場
か
ら

も
、
学
校
給
食
に
必
要
な
施

設
整
備
費
や
人
件
費
な
ど
運

営
経
費
（
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
）
に
つ
い
て
国
に
対
し
て

補
助
を
拡
充
す
る
よ
う
求
め

る
。

３
．
中
学
校
給
食
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
市
町
村
と
の

連
携
を
強
化
し
、
栄
養
教
諭

（
学
校
栄
養
職
員
）
の
配
置

や
必
要
な
教
職
員
の
人
員
確

保
な
ど
『
食
育
』
に
ふ
さ
わ

し
い
環
境
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
地
産
地
消
を
推
進
す

る
。

４
．
す
で
に
中
学
校
給
食
を

実
施
し
て
い
る
市
町
村
に
対

し
て
も
「
学
校
新
設
」
や

「
全
面
改
修
」
に
限
ら
ず
、

施
設
整
備
や
消
耗
品
等
の
イ

ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
も
補
助
対

象
と
す
る
な
ど
柔
軟
な
対
応

を
図
る
。

５
．
市
町
村
の
職
員
体
制
の

事
情
な
ど
に
よ
り
「
今
年
度

中
に
実
施
計
画
を
提
出
で
き

な
い
」
或
い
は
「
よ
り
積
極

的
な
計
画
に
変
更
す
る
」
場

合
な
ど
「
今
年
度
中
の
実
施

計
画
提
出
」
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

府
と
し
て
柔
軟
に
対
応
し
、

必
要
な
支
援
を
行
う
。

６
．
市
町
村
に
対
し
て
は
、

「
全
員
喫
食
」
を
基
本
と
し

た
「
実
施
計
画
」
と
す
る
よ

う
強
く
働
き
か
け
る
。

７
．
給
食
調
理
室
を
設
置
す

る
土
地
確
保
が
困
難
な
市
町

村
に
対
し
て
は
、
用
地
取
得

費
に
つ
い
て
府
補
助
制
度
を

活
用
で
き
る
よ
う
柔
軟
に
対

応
す
る
。

11
月
27
日
は
知
事
と

大
阪
市
長
の
ダ
ブ
ル
選

挙
と
な
り
そ
う
で
す
。

「
明
る
い
民
主
府
政
」

の
会
か
ら
知
事
選
に
梅

田
章
二
弁
護
士
が
出
馬

表
明
。

４
年
前
、
知
事
選
と

府
会
補
選
が
同
時
に
行

わ
れ
、
私
は
補
欠
選
の

候
補
者
と
し
て
戦
い
ま

し
た
。
あ
の
時
、
誕
生

し
た
橋
下
知
事
と
知
事

率
い
る
「
大
阪
維
新
の

会
」
は
、
カ
ジ
ノ
の
誘

致
や
「
関
西
リ
ニ
ア
新

幹
線
」
の
整
備
、
「
大

阪
都
構
想
」
実
現
で
、

さ
ら
に
大
阪
を
沈
没
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

梅
田
さ
ん
で
、
こ
の

動
き
に
ス
ト
ッ
プ
を
か

け
ま
し
ょ
う
。

９月21日～30日

震災から６ヶ月となりましたが、現

地では、まだまだ支援の人も物資も必

要です。枚方から物資を車に積んでい

きます。

現地から要請されている物資は、米・

台所用品・日用雑貨、バスタオル・タ

オルケット・毛布などです。

※ボランティア申込み、物資の受付

など、お問い合わせは党市委員会まで。

詳しい情報は http://osakaseinen.blog32.fc2.com/ へ




